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第１章　調査団の派遣について

１－１　調査の目的

（1）前回の事前評価調査時にエジプト・アラブ共和国（以下、「エジプト」と記す）側と合意

した協力の枠組みに沿って、プロジェクトの詳細事項・条件等についてエジプト側関係機関

と協議し、合意を得て、討議議事録（R ／ D）署名に向けての準備を行う。

（2）プロジェクト・ドキュメントの１次案について協議し、合意を得る。

１－２　調査団構成

担当業務 氏　名 所　属　先

団長・総括 本間　謙二
北海道教育大学附属図書館　館長／教授
（同大学教育・学術交流専門委員会エジプト特別委員会　委員長）

数学教育 杉山　佳彦 北海道教育大学釧路校　教授

理科教育 田中　邦明 北海道教育大学函館校　助教授

プロジェクト効果分析 高橋　悟　 有限会社アイエムジー　主任研究員

協力企画 松山　剛士 国際協力事業団社会開発協力部社会開発協力第二課　職員
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　調査期間：2002 年８月９日～９月１日

日順 月　日 曜日

１ ８月９日 金

２ ８月10日 土

３ ８月11日 日

４ ８月12日 月

５ ８月13日 火
６ ８月14日 水
７ ８月15日 木

８ ８月16日 金

９ ８月17日 土

10 ８月18日 日

11 ８月19日 月

12 ８月20日 火

13 ８月21日 水
14 ８月22日 木
15 ８月23日 金
16 ８月24日 土

17 ８月25日 日

18 ８月26日 月

19 ８月27日 火

20 ８月28日 水

21 ８月29日 木

22 ８月30日 金
23 ８月31日 土

24 ９月１日 日

松山団員杉山団員

釧路発→羽田着（東京泊）

→8:10関空着
14:15関空発（JD739）→
16:15釧路着

高橋団員（20日間）
13:00成田発（JL407）
→18:00フランクフルト着
10:45フランクフルト発（LH590）
→15:45カイロ着
プロジェクト・ドキュメント
説明ほか
国立教育研究開発センター
（NCERD）ほか関係機関への調査
NCERDほか関係機関への調査
NCERDほか関係機関への調査
NCERDほか関係機関への調査

資料整理

資料整理

本間団長

8:30札幌発（JL560）
→ 10:00成田着

NCERDとの協議
カイロ県教育事務所との協議
実験校訪問、協議
NCERDとの協議、PPMUとの協議
NCERDとの協議

ミニッツ案協議・修正
ミニッツ署名・交換
JICAエジプト事務所、在エジ
プト日本国大使館報告
8:30カイロ発（BA154）
→ 11:55ロンドン着
18:55ロンドン発（JL422）→
→14:50関空着
16:05関空発（NH137）→
18:00札幌着

田中団員

函館発→札幌着（札幌泊）
8:30札幌発（JL560）
→ 10:00成田着

9:35関空発（NH421）→
11:15函館着

JICAエジプト事務所打合せ
在エジプト日本国大使館表敬

教育大臣表敬及び教育省初等教育局長ほかとの協議

10:45フランクフルト発（LH590）→ 15:45カイロ着

　同左＋教育省のプログラム計画・モニタリングユニット（PPMU）研修打合せ
　　

同左＋PPMU研修打合せ

同左＋PPMU研修打合せ
同左＋PPMU研修打合せ

NCERDとの協議
カイロ県教育事務所との協議

実験校訪問、協議
NCERDとの協議、PPMUとの協議

NCERDとの協議
ミニッツ案協議・修正

ミニッツ案協議・修正

ミニッツ署名・交換
JICAエジプト事務所、在エジプト日本国大使館報告

8:30カイロ発（BA154）→ 11:55ロンドン着

19:45ロンドン発（JL402）→

→15:15成田着

PPMU研修

PPMU研修

PPMU研修

PPMU研修

PPMU研修

在エジプト日本国大使館報告
JICAエジプト事務所報告

7:20カイロ発（AF503）→11:10パリ着
13:15パリ発（AF292）→

13:00成田発（JL407）
→18:00フランクフルト着

１
－
３
　
調
査
日
程
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１－４　主要面談者

〈エジプト側〉

Dr. Hussein Kamel Bahaa El-Din Minister of Education

教育大臣

Dr. Nadia Gamal El Din Director, National Center for Educational Research and

Development (NCERD) / Technical Director, Education

Enhancement Programme, Programme Planning & Monitoring

Unit (PPMU)

国立教育研究開発センター所長／

PPMU テクニカルディレクター

Mr. Abdel Moez Ahmed Director General, Basic Education Department, Ministry of

Education

教育省基礎教育局長

Mr. Shawkey Darwish Moharram Counselor of Science, Ministry of Education

教育省理科カウンセラー

Mr. Ahmed Reda Amin Mehenna Counselor of Mathematics, Ministry of Education

教育省算数カウンセラー

〈教育省のプログラム計画・モニタリングユニット（PPMU）・欧州連合（EU）側〉

Mr. Mohamed M. M. Bondok Professional Development Advisor, PPMU

Mr. Manfred Ziewers EU・PPMU 担当者

〈日本側〉

在エジプト日本国大使館

竹村　淳一 　　 一等書記官

JICA エジプト事務所

下村　則夫 　　 所　長

岩間　敏之 　 次　長

橋本　和明 企画調査員
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第２章　調査結果及び今後の方針

　以下の事項について、JICA事務所を通じてエジプト側と協議し、2002年内の討議議事録（R／D）

締結をめざす。

2003年４月～2006年３月（３年間）

上位目標の設定等について日本側（JICA本部とエジ
プト事務所・調査団）で意見が分かれたため、エジ
プト側との合意に至らなかった。

PDMについて合意に至らなかったため、活動の大ま
かなイメージについてのみ次のとおりで合意した。
　1） モデル校における教授法の実践

　JICA 専門家と NCERD の C ／ P によってガ
イドブックを使った新しい教授法を実践する。
これを繰り返すことにより新しい教授法をモデ
ル校の教師にマスターさせ、効果が持続するよ
う校内体制の構築を助ける。同時にNCERDの
C ／ P が新しい教授法を教育する能力を高め
る。

　2） 新しい教授法が児童に与える影響の検証
　適切な調査方法を開発し、必要なデータを収
集し、結果を分析・協議し、効果を検証する。

　3） 実践を通じたガイドブックの改訂
　上記の活動を通してガイドブックを改訂す
る。改訂は必要に応じて段階的に行われる。

　4） 公開授業などの普及活動
　様々な教育関係者を対象としたセミナー・会
議・公開授業を開催し、新しい教授法の普及を
行う。

第２次調査で合意した事項に同じ。
・長期専門家４名（チーフアドバイザー、数学教育、
　理科教育、業務調整）
・短期専門家（年約３名）
・機材供与
・研修員受入れ
　このうち、研修員受入れについては、エジプト側
は研修員の資格をNCERDのC／Pだけに限定する
ことを強く要望した。超過勤務に対する給与等がな
いなかで、彼らにとって日本への研修がプロジェク
トに携わることの唯一のインセンティブだ、という
理由からである。しかし、あえてNCERDだけに限
定せず、モデル校の教師をも対象とする可能性を残
し、引き続き検討することで合意した。

協力期間

プロジェクト・デザ
イン・マトリックス
（PDM）

活動のイメージ

日本側投入

2003年４月１日～2006年３月31日
と設定する。

PDM案参照

次の詳細事項について、国立教育研
究開発センター（NCERD）のC／P
及びモデル校になり得る実験校に対
し、エジプト事務所を通じ、提示す
る予定。
　（1）年間計画
　（2）週間計画
　（3）１日の計画（拘束時間など）

モデル校の教師に対する研修のメ
リットがあるか、研修内容と予算を
考慮して検討する必要がある。

調査項目 調査結果・エジプト側との合意結果 今後の方針
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・所　長
・カリキュラム部長
・理科複数名（チーフ１名を含む）、算数複数名
　（チーフ１名を含む）
・カイロ県教育事務所長
・教育省代表（理科及び算数のカウンセラー）
　NCERDは理科15名、数学４名のC／Pを配置す
ることを実名をあげて約束したが（ミニッツでは人
数及びリストは記載していない）、専任は難しい、と
のことであた。
　したがって、理科１名、算数１名の責任者（チー
フ）を決めたうえで、担当校を決めて配置を工夫す
ることで、各人の業務負担を軽減することとした。

　教育省のカウンセラー（理科、算数の２名）に本
プロジェクトへの参加を要請するとの発言が
NCERD所長よりあった。
　カウンセラーは、大学以下の教育においてエジプ
トのトップに位置し、インスペクターを指導する権
限をもつ要職にある。当初は本プロジェクトに関す
る情報がNCERDだけに限定されることを懸念して
いたが、彼らがかかわることで教育省に本プロジェ
クトが認知されることが期待できる。
　また、NCERD所長のアレンジにより、カウンセ
ラーを通じてカイロ県のインスペクターから協力を
得られることが確認できた。
　実際にカウンセラーに面会したが、本プロジェク
トに関心が高いことを確認した。

　カイロ県教育事務所長を配置。
　当初担当職員を決めることと、インスペクターに
対して協力を求めることを想定していたが、 教育省
カウンセラーの命令によってインスペクターの協力
が得られる、とNCERD所長より発言があったため、
担当職員の配置は取りやめた。
　また、カイロ県教育事務所への訪問も要望してい
たが、時期尚早である、とNCERD所長が判断し、実
現しなかった。

Senior Teacher（教科主任）だけでなく、モデル校の
すべての科目担任に対して指導することとなる。

　NCERD内の執務スペースについては、ミニプロ
ジェクトで使用していたスペースを引き続き使用す
る。
　モデル校での執務スペースについては、６年制導
入によって学校内の教室が不足することから、プロ
ジェクトのためのスペースを設けるのは困難ではな
いかとの指摘があった。

１週間の指導計画案をエジプト側に
示し、１週間のうちで協力できる日
数、拘束時間などについてエジプト
事務所を通じて聴取する。

詳細はモデル校を選定したあとに協
議する。

北海道教育大学関係者の打合せで、
モデル校でのスペース確保が不可欠
である、との結論に達したため、モ
デル校選定の条件に入れることとす
る。

人員配置
（NCERD）

人員配置
（教育省）

人員配置
（カイロ県教育事務所）

人員配置
（モデル校）

施設提供

調査項目 調査結果・エジプト側との合意結果 今後の方針
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・機能及び目的についてはR／D定型で確認済み。
・メンバー：
　（議長）NCERD所長
　（エジプト側）
　　教育省基礎教育局長
　　教育省初等教育局長
　　理科カウンセラー
　　算数カウンセラー
 　　その他必要と認められる者
　（日本側）定型どおり

・Project Director：NCERD所長
・Project Manager：NCERDカリキュラム部長

エジプト側：NCERD所長（了解済み）
日本側：JICAエジプト事務所長（了解済み）

PDMに関する部分以外については合意を得た。 PDM完成後訂正を行い、R／D締結
時に完成版で合意を得る。

合同調整委員会

実施体制

R／D署名者

プロジェクト・
ドキュメント

調査項目 調査結果・エジプト側との合意結果 今後の方針

PPMU研修との連携のあり方については、密接に連
携して上位目標を共有するか（社協案）、限定された
範囲内で連携するか（事務所案）と、日本側で意見が
まとまらなかった。

以下の点についてPPMU Technical Director（NCERD
所長）に口頭で了解を得たが、連携のあり方について
日本側でまとまらなかったため、文章上では合意し
ていない。

・JICAは研修受講者がモデル校の授業見学をする機
　会を提供する。
・JICA専門家はNCERDがインスペクターに対して
　行う研修でlecturerでなくtechnical advisorとしてか
　かわる。

・JICAはJICA専門家に関する経費（交通費・日当・
　宿泊費）を負担する。
・その他一切の経費はPPMUが負担する。

・PPMUはJICA専門家のために研修受講者の学校で
　授業視察を行えるように必要な措置をとる。
・PPMUは JICAが求める情報の収集・提供を行う。

Technical DirectorであるDr. Nadiaとする（NCERD所
長でもある）。

PPMUと JICAがミニッツあるいは
メモランダムのような文書で合意す
る。

調査団期間中に行われたフェーズⅠ
の研修では調査団が講師として協力
したが、その結果及びJICAプロジェ
クトの計画を踏まえたうえで作成し
た JICA専門家による具体的な協力
案をPPMUに提示する。

PPMUとの連携につ
いて

PPMU研修に協力す
るうえでの条件

PPMU研修に対する
JICA専門家の協力活
動

費用負担

JICAに対する
PPMUの協力活動

責任者

調査項目 調査結果 今後の方針

教育省のプログラム計画・モニタリングユニット（PPMU）との協議事項
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第３章　特記事項

３－１　教育省のプログラム計画・モニタリングユニット（PPMU）研修との連携について

　PPMUは、欧州連合（EU）と世界銀行が資金供与する長期的・包括的プログラムである教育向

上プログラム（EEP） を実施するにあたり、両ドナー間の調整、実施を目的として、1996年に教

育省の内部機関として設立された組織である。

　PPMUはミニプロジェクトで開発されたガイドブックを独自にアラビア語に翻訳し、2001年に

は一部の県において、ガイドブックに基づく教授法の研修をパイロット的に行っていた。

　そして、2002年４月の第２次事前評価調査の際に、2002～2004年で本格的に教授法の研修を

行う予定なので、ガイドブック開発者である日本人専門家に講義をしてもらいたい、という提案

がPPMUのローカルコンサルタントからあげられた。点的・質的に定着させることをねらうJICA

プロジェクトと面的・量的に広げる PPMU研修は相互補完的であり、PPMUと連携することで

JICAプロジェクトに大きな効果が得られると思われたため、今回の調査時に北海道教育大学の杉

山教授・田中助教授にフェーズⅠの講師として５日間の講義をお願いした。

　2003年以降については、2002年の研修結果を踏まえて日本側が協力案を作成・提示し、PPMU

側と調整することで合意した。その一方、PPMU側は JICAの協力があれば歓迎するが、なくて

も PPMUだけで実施するつもりであり、JICA の協力は必要不可欠ではないとの発言があった。

　JICAプロジェクトとPPMUプロジェクトとの連携のあり方については、上位目標をJICAプロ

ジェクトと共有し、討議議事録（R／D）あるいはミニッツ等で安定的な関係を構築し、責任の

所在を明確にすべきである、という意見と、PPMUは JICA専門家の協力が不可欠と位置づけて

おらず、PPMU主導であることから、JICAは限られた範囲で協力すべきである、という意見とに

分かれた。もう一度検討する必要がある。

３－２　理数科ガイドブックの利用について

　本ガイドブックをエジプトのみならず他の国の理数科教育協力にも役立てるべきである、との

提言が、JICAエジプト事務所よりあった。このガイドブックが理数科教育のモデルとなり、各国

において微修正を加えながら利用されることは大いに歓迎すべきところだが、次の点について留

意が必要である。

・開発者である北海道教育大学は「現在のガイドブックは不十分で改訂する必要があり、現在

のままで他の国に活用するのは時期尚早である」と認識していること。

・著作権の明確化。JICAと国立教育研究開発センター（NCERD）との共同開発だが、JICAが

勝手に他の国に対して利用していいのか、また、北海道教育大学が独自に他の国に対して利

用することは可能なのか、英語版は JICA、アラビア語版は NCERD が版権をもつのかどう
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か、を明らかにする必要がある。



付　属　資　料

１．協議議事録（ミニッツ）

２．PPMU研修評価結果

３．PPMU研修コース内容（数学）

４．PPMU研修についての所感（数学）
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